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第1章 あ る 判 決
本年3月6日 の朝 日新聞は,第 一面の トップ
記事として,岩 手靖国住民訴訟盛岡地裁の判決
内容を掲載 した。靖国神社への首相ら政府閣僚
の公式参拝 と,そ れに伴なう公責支出(玉 ぐし
料,供 花料など)に 関 して,そ の行為の憲法判
断をめ ぐって,岩手地裁のみならず,そ の他の地






















さて,盛 岡地裁民事二部の判決は,「 玉 ぐし
料」に関しては,「県の支出は,戦 没者に対す る
儀礼 として靖国神社に対す る寄附であり,宗 教
活動性は認められない」 とし,ま た 「支出の目
的,様 態,金 額に照 らし,同 神社に特権を与え
















ことは許 されないか ら,一 方では私人 として許
容され,他 方では公人として否定 されることは
あり得ない」 と論 じて,首 相 らの公式参拝の合
憲性についても附言している。
さて,今 回の判決について,新 聞の論調,識











































の分科諸学上 も帰一す るところはなく,そ の概
念規定は不可能である。そのうえ,宗 教はわが
国の歴史,文 化に深 く根をおろし,現 在の社会
生活上,冠 婚葬祭のみならず日常行事一般,教









すなわち祖先崇拝であ り,… …本慰霊に関す る
こと自体宗教である。」としている。






政教分離の原則 についてゆるやかな判例 を示 し
た。すなわち,憲 法の政教分離規定は,「国家が

















の原則 を侵害するものでもない,と 主張 された
のである。ところで,こ の訴訟は,一 審判決で
(津地裁,1967年)は,市 長側の主張が認めら





















ってなす もので,… …全 く宗教とかかわりがな
いことはいえないが,… …当該行為の目的が宗
教的意義をもち,その効果が宗教に対する援助,





























































いうべ きもので,そ の頂点には,伊 勢神宮,明






























道に関す る研究調査に もとつ く勧告であって,











神を杞 り,古 来の宗教施設ではあるが,同 時に
国家主義の象徴 としての一面をもっている。
3)靖 国神社,明 治神宮,乃 木神社,東 郷神
社,な らびにその他の国家的英雄 を杞 る比較的
新しい神社は,わ れわれの概念による宗教的信
仰の場ではない。これらは,国 および軍の英雄
























占 領軍 は,占 領後 の昭 和20年12月15日,連 合
軍 最 高 司 令官 命 で,当 時 の 日本 政 府 に対 して,
国 家神 道 の解 体 の指 令 を 出 してい る。 神 道 指 令
は,正 式 に は,「 国 家 神 道,神 社 神 道 二対 ス ル政
府 の保 証(sponsorship),支 援(supPort),保 全
(perpetuation),監 督(control)ナ ラ ビニ弘 布
(dissermination)二 関 スル 覚 書」 と呼 ば れ る も
の で あ る。全 文 は か な り長 文 で あ るが,そ の要
旨 を ま とめ る と,「本 指 令 ノ 目的 ハ,宗 教 ヲ国 家
ヨ リ分 離 スル ニ アル … …」 とし,「国 家 指 定 ノ宗
教 ナイ シ祭 式 二対 ス ル信 仰 アル イハ 信 仰 告 白 ノ
強制 ヨ リ 日本 国民 ヲ解 放 ス ル タ メ… … 」 とそ の
目的 を うた って い る。 国 家神 道 の概 念 につ い て
も,こ の 指 令 は明 晰 に規 定 して い る。 す な わ ち,
「国 家神 道 ナ ル用 語 ハ,日 本 政 府 ノ法 令 ニ ヨ ッ
テ宗 派 神 道,ア ル イ ハ教 派 神 道 ト区 別 セ ラ レ タ
ル神 道 ノー 派 デ ア リ,… … 神 社 神 道 トシ テ知 ラ
レ タル非 宗 教 的 ナ 国家 祭 杞 トシ テ類 別 セ ラ レ タ
ル神 道 ノー 派 」 で あ る と概 念 規 定 して い る。 こ
の神 道 指 令 で は,神 社 神 道 が 日本 人 の 古 来 の宗




「政府,都 道府県庁,市 町村,官 吏,属 官,雇
員 ノ公的資格ニオイテ,神 道 ノ保証,保 全,監
督,ナ ラビニ弘布スルコ トノ禁止」,「神道オヨ
ビ神社二対スル公 ノ財源 ヨリノアラユル財政的
援助,ア ラユル公的要素 ノ導入 ノ廃止」,「神道
ノ教義,祭 式,礼 式,慣 例ニオイテ軍国主義的
・国家主義的イデオロギーノ混入スルコ トノ禁
止」,「公 ノ教育機関ニオイテ神道 ノ調査研究,









つ きを廃棄しようとすることに限 られ,神 社神
道が地域的または私的に維持されたり,個 人的




1945年(昭 和20年)太 平洋戦争終結(8月),神 道指
令(12月),宗 教法人令(12月)
1946年(昭 和21年)日 本国憲法発布(11月)





署名運動お こる(郷 友会 と遺族
会)
1960年(昭 和35年)池 田首相,伊 勢神宮ヤ タノカガ
ミは皇室所有 と言明(10月)
1962年(昭 和37年)遺 族会 「靖 国神社国家護 持に関
す る要綱」作成





1967年(昭 和42年)「 建国記念 日」制定
1968年(昭 和43年)日 本宗教連盟,靖 国神社法案反
対声 明(2月),新 日本宗教団体
連合会,法 案反対声 明(5月),
キ リス ト教連絡委員会,反 対声
明(2月)
1969年(昭 和44年)自 民党議員有志による靖国法案
は じめて国会 に提 出(廃 案)
1970年(昭 和45年)靖 国神社法案成立推進大会(3
月)
1973年(昭 和48年)自 衛官合杞訴訟 おこる
1975年(昭 和50年)三 木首相靖国神社 に終戦記念 日
に参拝(私 人 として,公 式肩書
を用いず,公 用車 を使用せず,
閣僚 らの公職者を随えない,玉
ぐし料を公費か ら出 さない など
の四項 目を守 った。)
1976年(昭 和51年)日 本 遺 族 会 厂英 霊 にこた える
会結成,「 英霊にこたえる議員
協議会」結成
1977年(昭 和52年)台 湾人 による靖国合杞取 り下げ
の訴 え
1978年(昭 和53年)福 田首相,靖 国公式参拝(肩 書
を記帳)
1983年(昭 和58年)真 宗教団連合公式参拝反対 を要
請
1984年(昭 和59年)「 閣僚 の靖国神社公 式参拝問題
懇話会」審議開始
1985年(昭 和60年)中 曽根首 相靖国公式参拝(8月)




表 明,首 相,秋 の例大祭参拝 を
中止
〃12月28日 中国駐 日大使,A級 戦犯の合杞
除外を要望
〃12月31日 靖国神社,A級 戦犯の合 杞を続
けることを表明
1986年(昭 和61年1月)自 民党,靖 国神社に対 してA級
戦犯合杞を取 り止め,別 の建設
を提案

































ある。 さて,NHKの 調査担当者は,「 日本人
がこれだけの宗教心をもちながら,信 仰の有無









の だ か らな の で はな い か,と い うこ とで あ る。」
簡 単 に言 えば,宗 教 とい う言 葉 で考 え るの は,
キ リス ト教 や仏 教 とい う宗 教(教 義 や実 践)を
考 えて しま うの で,自 分 は無 宗 教 だ と答 え る,
しか し,当 の 日本 人 は,そ の大 多 数 が 宗 教 的 な
心 情 を も ち,宗 教 的 と しか言 え ない よ うな 行 為
をな して い る こ と とい う こ とaな の で あ る。 言
葉 を代 えれ ば,日 本 人 の宗 教 とい うの は,信 仰
の 自覚 もな い,「 空 気 」の よ うな 宗教 的 行 動 つ
ま り 「民 俗 宗 教 」 の信 奉 者 で あ る とい う結 論 と
な る。(NHK放 送 世 論 調 査 所 編 ミ日本 人 の 宗 教
意識 ミ)こう した 日本 人 一 般 の宗 教 意 識 か らす れ
ば,宗 教 と呪術 の相 違,宗 教 と習 俗 の区 別 な ど
に も,き わ め て ル ー ズ な感 覚 しか持 ち合 せ て い
な い とい う こ とに な るの で あ る。
そ こで,靖 国神 社 の 公式 参 拝 と公 費 支 出 につ
い て の 世論 調 査 を と りあ げ る。読 売 新 聞 が 昭 和
60年10月7日 に 実 施 した調 査 で は,首 相 や 閣僚
が 靖 国 神 社 に 公 式 参 拝 す るこ との 是 非 に つ い
て,賛 成 一51.7%,反 対 一24.9%,態 度保 留 ま
た は無 回答 一23.5%と い う結 果 とな っ て い る。
この 調 査 で は,同 時 に信 仰 の有 無 につ い て も問
うて い るが,信 仰 を もつ と答 え た人 一45.7%,
信 仰 を持 た な い と答 え た人 は一52。5%で あ り,
信 仰 を持 つ と答 え た人 の う ち,神 道 系 の信 仰 率
は ∫僅 か3.9%で あ るの にす ぎな い 。
さて,公 式 参 拝 に賛 成 す る理 由項 目 を あ げ る
と,次 の よ うに な る。
1.ミ 憲 法 の 規 定 は と もか く,国 の た め に死 ん だ
人 を 国 が追 悼 す るの は 当然 で あ るミ … …72%
2.ミ 国 家 と 宗 教 を 完 全 に分 け るこ とは む つ か
し く,公 式 参 拝 は宗 教 活 動 に 当 ら ない 。 … …
28.5%
3.ミ 靖 国 神 社 は 他 の 宗 教 と な りた ちや 性 格 が
違 うカ〉らミ ・・… 。19.6%
4.ミ 公 式 参 拝 が 神 道 に 有 利 に な った り,他 の宗
教 に不 利 に な る こ とは な い か らミ … …17.9%
5.ミ 神 道 の 珥 式 参 拝 方 式 で な けれ ば,憲 法違 反
とは い えな い か ら遘 … …8.2%
とい う順 序 に な る。
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反 対 と答 えた 人 の理 由 を あ げ る と,
1.軍 国 主 義 の 復 活 につ な が るお そ れが あ るか
ら… …49%
2.国 家 と宗 教 との完 全 な分 離 を求 めた憲 法 に
違 反 す るか ら… …47.6%
3.従 来 の よ うに私 人 と し ての 参拝 で十 分 だ か
ら一・…38.1%
4・ 近 隣 諸 国 との関 係 に よ くな い影 響 を与 え る
お そ れ が あ るか ら… …29.4%








A級 戦犯が合杞 されているか らであった。中国
への対応 と,靖 国神社の立場との対応が政府自
民党が苦慮 したことは,新聞などに報道 された。
一昨年の2月24日 の朝亅ヨには,前 年度設置 さ
れた 「閣僚の靖国神社公式参拝問題懇談会」(官
房長官の私的 諮問機関,座 長 日本赤十字社 社
長)の 進行状態について,「 今夏の報告提出ム
リa'意 見集約難航か」と報じている。「経済問
題などと違い,思 想,信 条に直結す るテr...マだ
けに,委 員の口が重 く,な かなか論点が さだま
らない。」か らであった。ところが`靖国i�は,7





言 うまで もないが,そ れの実現を求める日本遺



















を貫こうとする姿勢で ある ことも明 らかであ
り,宗 教と政治の結びつきが看取 され るのであ
る。首相自身,次 のように語っている。 「アメ























遺族会代表は,昨 年に引き続 き,参 拝の継続を
申し入れた。これに対 し,、官房長官は,記 者会
見で,「 国民感情 も重視しなくてはな らないし,
第二次大戦で被害を受けた国の国民感情にも配
慮しなければならない。現在その谷間の中で慎
重に検討中だ」 と答えている。
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